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寄生蟲學 に於 け る 五 島先生 の 御貢獻

　　　　　　　　　　　　　　 森　　 　下 　 　　 　薫

　隱然 重 き をなす と孟 ふ 言 葉は 、我 國寄生蟲學界 に 於 け る五 島 先生の 場 合 を最 も適 切 va云 ひ

現 し て 居 る と思ふ 。 と もす る と華か な場面 を伶 り上 げ易い 寄生蟲學 なる學間の 雰 圍氣の 中に

あ つ て ，自己 と して は極 め て 地 味な仕事 を され ．如何 に も動物學 者 らし く経始 せ られた こ．と は

．先生 の 御 人格の 現 は れで あ るが．同時 に 其お 仕事 の 堅實 さを物語 る もの で あ る e 併 し・一方 先

生 は 後進 又 は 他領域の 學者 を通 じて 實 に 華 攻 しい 活動 を して 居 られ た と孟 ふ こ とが出來 る e

皀防 御 自身に 於 て は 櫨 め て 地味 な着實な道 を辿 られ た の で あ る が ， 近 世 に 於け る華 々 しい 我

國寄生 蟲學發達 の 裏 面に 於け る先生 の 御貢獻 は實 に 莫大 なる もの が あ る の で あ る。先 生 の 指

導 に 依 つ て 成長 した 新進 の 寄生 蟲學者 に 依 つ て な された 數 々 の 業績は 何 れ も我 國寄 生蟲學完

成 へ の 重要 な る 礎 石 とな つ て 居 る が ，之等 の 業績 は取 りも直 さす先 生 の お 仕事が それ らの 人

を通 じて 造影 せ られた もの と も云 へ る 。又 他領 域殃 に 醫學方面 へ の 良 き　Rdyiser と して の 先生

の 存在は ．特 に飯島先生 な き後の 我 國 に 於 て 不 可缺 の もの で あ b
， 其 adyiee 叉 は svggestion

を受 けた業績 は 枚擧 に 遑が ない 位 で あ る 。 先 生 の 御功績 が 我 國寄生蟲學 史ビ燦 と して 永遠 に

輝 くで あ らう所以 の もの は．此匿れ た る御貢獻 に 據 る べ き もの S 少か らざ る を信する。

　蝕 に 先 生 の 御 業績 に 就 て 申述 べ ん と す る。門 下 の 身 と して 甚 だ僣越 の 嫌 が 少 くな い の で あ

る が ．先生 の 御徳 を回顧 しそ の 御 功績 へ の 欽仰 に 他 な らない 意味 に 於 て 先 生 もお 許 し下 さる

こ と   思ふ 。

　先 生御 自身の な された寄生蟲學上 の 蕊 仕 事は 必 す しも多い とは 云 へ ない 。併 し其 悉 くは 先

生
一
流の 堅 實 さを以 つ て な され た もの で 何 れ も珠玉 の 輝 が あ る。 部ち先 生 の お 仕 事は量 よ り

も質に あ る。先 生 は
．一・般 の pala隷 es に 就 て 關心 を 有つ て 居 られ た こ とは 勿論 で ．其 指導 せ ら

れ た範 圍は 極 め て 廣 汎で あ る が ， 何 と云 つ て も 1’

remntodalC 關 して は我國 に 於 け る第
一人者

で あ られた と 思 ふ 。先 生が 自 ら手を下 され た論交 の 殆 ど悉 くが Trpmatoda に 關 す る もの で

あ る 點か ら觀 て も、先 生 の こ れ に 關す る御 造詣 と御 自信 と を察ずる こ と が 出來 る と共 に 他 の

もの に 就 て は
一 勿論先生 程 の 學識 を有 つ て 居 られた の で あ るか ら何 をや られ て も立 派 な も

の に 相 違なか つ たで あ らうが
一一

殆 ど論文 と して 公表 されて 居 な い こ と は，完 生 の 御愼 重 さ

と 御議遜 と を物語 る もの と云 ふ 可 を で あ る ．

　先生 が 寄生蟲學に 入 られた の は飯島先生 の 感 化に 依 る こ とを充 分推察 し得 る。 飯島先 生は

明治 15年 22歳 の 若冠 を以 つ て 渡歐．當時寄生蟲學 の 大本 山 Leipzig大學 の L コlb
’
CK ．kllT の 下 で

寄生蟲 學を修め られ ，1釦 8年歸朝、我 國に 始め」て 系統立つ た寄 生蟲學を移植 され ， 新進氣鋭の

學者 と し て 入體 寄生蟲 を始 め各種 の 寄生 蟲に 關 して 幾多の 業績 を出 され た の で あ る が ， 其御

活動 の 華 々 しい 時 に 動物 學教 室に 席 を置か れ た の が 五 島先生 で あ る 。 され ば飯島先 生 の sug −

gestion に 依つ て 一Diploeoonの 研 究 に 手 を染め られ た の が先 生 を して 途 に Trem 鴎 ted 且 學者 と

し て 大 域せ し め た動機 で あ つ た で あ らう。

　 先 生初期 の 御 研 究は Trematoda で も　Monogenea レ乙 闘 す る もの で ．こ れ に 最 も力 を入れ

ZOOL ．　MAG ．（JAPAN ド．、
『
OI．．4S．　N ‘）S．呂一10，1936．
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らn ， 結局
．
先生 の 寄生蟲ajl・c 於 け る お 仕 事 の 最重 要 な もの と なつ k ．次 の 諸研究 が 夫で あ る・

］）　 189（p：

2）　］891 ：

3）　 1893 ：

4）　 18Y4 ：

の　 1899 ：

0 ・ Pipleze・n 　 ・・mpomcum 　 n ．・P．　 J・u ・・C・ll・S・i・　 ｝mp ・V ・ i・・T ・ ky・
， 4 〔1｝・ 1菖1

− 192，

OD 　eor ．necting 　ea ！
　al 　bet、、

・
e臼 l　the　oviduct 　and ．the　intestine　in　some 　monoge

’

］let・ic　t．rcmatodcs ．　 Zool．　 Anz
ウ 　14，1 3一ユ0疉．

1）e1・　L ．xuRERsche 　1｛a ］コfl1　11n て【　di〔：　Seheide，　｛｝entra ．lbi．　13akt，　1】，　Parasit：．

14，79S − 801．

StudieF．　ol ユ 曲 e　ecto 五｝ar細 tio　trernatodes 　in　Japan ・Jour・Col］・SGi・工mp ・Un1v ・

To 藍くyo ，
8：1〕，

1− 273 ．

M ・9．。n ・・ m 巳 e ．x 。 ti・ ・ped … f ・ ・t・ P・ r ・sitic 　t・・m ・ L・dr・・lb …・1・・12〔4）・263 − 295・

　第 一番 目は 先生 の 卒業論文 で 少 くと も寄生蟲 に 關す る處女作 で あ る が ， 此 論文 で 既 に 先生

の 觀 察眼の 透徹 し て 居 られた 事 が閃め い て居 る、 窺 画 2佛 は淡 〜k魚 の 鰮 に 寄生 し奇 妙な こ

と に は幼時 獨立 し て 生 活 を營 む が，成黙期 前 に 至 つ て 2 個 體が X 字形 に 相接着 して 絡生分離

しない 。歐 iMbc 於 け る もの は ガ．　p ずη冠 o．rUfn と して 古 くよ り多 くの 研究 者 の 注 目 を惹い て 居

b ， 殊 に Z 貼 ・．E ・・ の 研究 に 依 り多 くの 黜 が 明か に な つ て 居 た が ， 其 anat ・）my 歹雛 hi・t・ ｝・ gy

に 就 て は 尚知 見が充 分 とは 云 へ なか つ たの で ，飯島先生 の gugge ヨtio1／ で 日本 の 材料 に 就 き再

檢を 企 て られた の で あ る。我 國の もの は 鰐の 鰐 に 稀れ な らす見 られ 乱 先 生 は最初我 國 の も

の も歐洲の もの と 同極 で あ らうと考 へ て 居 られた が ， 研 究 の 結果新種 と判 明 ，
P ．　nipponicupt

と命名せ

』
られ たの で あ る。本蟲 の 接着が永 續 交尾で あ る こ とは 既 に Z 肌 丁，ER も云 つ て 居た の

で あ るが ，雨 個體 の 生殖器相互 の 關係に 就 て は先 生 に 依 り從來 の 考 に 大 い に 過誤 の あ る こ と

が 明か に され た。ZELLER は LAUR 瓦R
’

菖 callal は他體 の vas 　 deferens と直接遮結 して 居 る と考

へ て 居た が ，先 生 は逕績切 片 を精細 に 檢査 せ られ た 結果 ，ZELL 聡 の 詭 を訂 正 せ られ ， ZE 域 ER の

1、．KURER ’

S　eaIta ｝　tzる もの は 生殖 腸
・
管 Ca．n 乳 廊 genito −intesbinallsに 他 な ら覧 且 つ vaba　rleierens

は他體の ）
・olk 　duct　ic直接蓮結せ る こ と を明か に せ られ ≠こ，

　L7 ；c 引續 い て 先 生は我 國に 方寄け る Monogenen 鴫 討す る廣汎な研 究に 着手 され た の で あ る

が ， 共間 先生 の 御 研究 の
一・

貝標 と なつ た の は 前 述 の 生 殖腸管で あ る。 こ れ 正 就 て は 上 述 の

D 酬 030 θπ に 於 て も注意 し て 居 られた の で あ る が ， 多 くの 種類 を研究 され る と共に 從來決定的

で なか つ た學説 を明確に 裁 斷 され た の で あ る。Moiiogenea の 生 殖腸 管 が 楡卵管 と腸 と を逹 結

せ る もの で あ る こ と を始 め て 云 はれ ？r の は 飯島先生 ｛1S84 ｝で ある が ， 此 管は從來輸 卵管 と睾

丸 と を連 らね ， 自家受精 に 役立 つ もの と考 へ られ ，
internal 、

・
as 　defei’ens と稱 せ られ て居 た

の で あ る．飯島先生 の 所 見は D ・ECKH ・・
・
…

、
　R ．“

TR ．｛r．p．T ，　M ，4c ．． L ・・∫M 等の 賛成 を得た が，徇 一

般 1τ は 承認 を得な い 瓶況 に あ つ たc 五 島先 生 は多數の 種ma　rL就 て 半靜出な觀 察 を途 げ られ ， 飯

島先 生の 所 説 を確乎た る もの と された の で あ る． 且 つ 從來此管に 就 て 一部で 蝋 nali8 　vi ω 110−

intestinalisな る名で 呼ばれ て 居た の を ， 先 生 は此管が輸卵黄答 と は何 ら調係 の ない こ と を明

か に され て ，
こ の た め Ameriean 　 Nl

‘
ilturalist の editor が始 め て 用ひ た　Canali5　 genito −

intEstinnlis なる 名稱 を可 と し て 採 用 され ， 爾來此 名が 用 ひ られ て 居 る の で あ る。 叉 此管 の

homolog ｝
r に 就 て は從來明確 に され て 居 なか つ た が ， 之 ば Dlgenea の 1．AURDR ，S　canal 　IC　

， 叉

囲吻伽 g螂 雄 の 卵黄嚢 tC
， 更 に A　mpJv ；tina の 前行盲膣 に 相當す る もの で あ り，又 Monogenea

N 工工
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に 見 る膣 は絛蟲類 の 子 宮 に ．絛蟲類の 膣 は吸蟲類の 子 宮 に 相當す る もの で あ る と道破 され た。

是等の こ とは 前捐御論文 の （1）一（5）を貫い て 主張 して 居 られ る 所で 、其論據 に は極 め て 精細

周到 な る解剖學的 及び 組織學的 觀察が あ る の で あ る。

　1894年先 生 御苦 心 の 結品（4）
“ Studles　on 　the 藍｝eto 甲 r 段 sitiGtrematodes 　in　Japan ”

が 世 に 出た。

本交 273 頁 ， 圃版27葉の 大册 で あ る。本研究 に は 4 箇年 の 歳月 を用 ひ られ ， 廣 く我 國海産魚

類か ら材 料 を蒐集 され 整 頓 同定 され て 10 屬 30 種 と せ られ た。皀口ち 脇 脚 co ‘蜘 屬 8 種 ，
　Anine

屬 3 毬 0・1・c・・姻 ・ 厨 2 種 ，D5靦 ・ph・ra 屬 4 極 H ・・α・・tyg囑 2種 ，・Onelb・ e・t：lle屬 1穂 α漉 ，。tyle

矚 1種 ］lonoc ・otyle 囑 1 種 ，　Epibdeltα 屬 2 種 ，　 Tristomue ｝｝ 屬 6 種 で ，大部 分 は新種 で あ る 。

是等 に 就て 其解 剖，組織 に 就 て 極 め て 精密なる比較研究 を逾 げ られ ， 叉 生態及 び 生理 上 の 所 見

に 及 ば れた。叉 共 圜版は先 生一流 の 巧 致 を極 めた もの で あ る e 全 篇 を貫 い て 其論議は 斬新堅

實 ， 眞 に 當時稀に 見 る大雄篇で あ つ た。 本論文 が 公に せ られ るや ， 歐米學界 は擧 つ て 嘆賞 ，藪
迎 した と云 ふ 。實 に 我 國 は更 な り，一一

般 MOnogenea 研究 の standard と して 今 日尚 ほ燦然

た る光 輝 を放 つ て 居 る。先生 は此 論文 を提 出 して 理 學博 士 の 學位 を獲得 され 7e。明治 28年の

こ と で あ る。

　1899年御 發表 の 外 國産 Monogenea の 研 究 （5） は北 米 東海岸及び 歐洲 の 材 料 で ， 記 載 され

る こ と 9 屬 12種 （内 7 種は新樹 ，皀Pち P 勿1’o π召伽 屬 1種」 転 罐 Z♂α 屬 1種 ，
蹴 5 ‘備   屬 1

種 」 ∫ゴcγo顔 ！1〜θ 屬 4 種 ， Acanthocotyle　ee　1　N！．　Dionchitg　g 　1　trで あ る。此 論交 は 1895 年 1£ yden
に 於 け る第 3 回萬國動物學會 で 公表 された もの を骨子 と した もの で あ る。

　か くして 先生 は Monogcneat に 關 して 動 か す 可か らざ る世 界的 大 家 と な られ た の で あ る。

先生の 是等の 御努力は 途に 我 國學界 の 最高名譽た る帝國學士院賞 とな り、前掲 （1）一（5）の 論

文 を一
括 した 「我 國に 於 ける 外部 寄生吸蟲類の 研 究 」に 闢す る功 績に 依 り， 大正 2 乍 7 月 5H

我 國寄生蟲學關係最 初 の 榮譽 を擔 はれ たの で あ つ た。

　外部寄生 吸蟲 に 就 て は其後訳 の 1篇 を公 に して 居 られ る。

　6）　］917 ：　Two 　new 　trematede ，s　of　the　Family 　Gyro 〔laetylidae　by　Gote 　and 　H ．Kikuchi ．

　　　　　　 Jour ．　 C’otl　Sci．　Imp ．　 Univ．　Tokyo ，39， （1），1− 22．

　こ れ は菊池
一

氏 と の 共 著で ， 邦 産 ス ズ キ の 鰐 に 普通 な Dact：vlogy」
・
us の 1新種 と ア イ ゴ の 饂

に 普通 の 1’・trancistr・uon 噺 圃 の 1新種に 就て の 記載で あ る。 こ れで 先 生の M ・ n ・9・n ・a に

關す る御研 究 は 絡つ て 居 る。

　其後の 先生の 御研究 は Digcme ：L　IC向は れた の で あ る が 、 こ れ は 寧 ろ指 導 に 重 きを置かれ た

もの で 次 の 數篇 が あ る。

　7）　1918 ：　0n 　Mgsot．rema 　2〕ap づllatuη｝，　n ，　g．，1コ．　sp ．
，
　a ］1　amphistomoid 　parasite　from　a　ma −

　　　　　　 rine 　fish．　 by　C十〇to　 and 　Y ・｝　fatsudaira ．　Jour．　Cloll．　l　ei．　 IIIIp．　 Univ ．　Tokyo ，

　 　　 　 　 　 39（8｝， 1− 19．

　8）　　ユ919 ニ　ヱ）issotre7na　synOnymout
’

with 　Glilia・uchen ．　Jour ，1’

ar 、，6，44− 47．

9） 1929・・ B ・i・fn ・t・k ・… wtremat ・des，1．　by （÷・ t・ and 　Y ．　 Oznki．」・ P．　J・ul
’．　Z ・・1、

，

　 　 　 　 　 　 2，　213−− 218．

lO）　ユ93〔｝：　Brief　notes 　on 　new 　tremat ．odes ．　Ii．by　Get ，o　and 　Y ，　Ozaki ．　Ibid．．2．369 −一・381、
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　11）　1931：｝：　Brief　llo快 B　Gn 　new 　trema しodes ，　IIi．　 by　Goto 　nnd 　Y ．　Ozaki．　Ibid．，3r　73一 82．

　 （7）及び （9）は邦産 ア イ ゴ の 直腸 に 寄生 す る双 口 吸 蟲の ユ種で ， こ れ は最初 先生 の 指導 忙

依つ て 松雫康良氏 が 卒業論文 と しそ研究 に 着手 され た もの で あ るが ， 卒業後間 もな く病 の た

め長逝 され て 未だ世に 出る 機會 の なか つ た もの を先生 が 更に 標本 を檢 され ，附固を 自 ら描 鬣

されて 出版された もの で ，先 生 の 門弟 に 封 す る御 温惰 の 現 はれ に他 な らない e こ れ を新屬萩

種 と して Digsotrc・ma 卸 pilltctumと呼 び ，特異な形 態に 基 い て こ れ の た め 1新科 Dis雷ot 瞭 matIdae

を提 案 され たの で あ る。翌年 Dissotrer，Ui な る屬は NrCOLL の ayliaivahereと 同…
物 と云 ふ こ

と を知 られ て 直 ち に 訂 正 せ られ ， 今 日で は σμ伽 e肋 卿 顧 伽 臓 帽 〔恥 et　IINrFvD ，gR 人 ）と し

て 知 られ 、AmphiHtomata で も特 殊 の 位置に あ る もの で あ る。

　 尾崎佳正 氏が 先生 の 助手 と して 入室 せ られ るや （大 正 11年 ？）， 先 生 の 指導 に 依つ て 專 ら吸

蟲類特に bigen田 の 研 究 iC沒頭 せ られ ，
　Oa 呂terostomata に 關す る もの を始 め幾多 の 貴重なる

研究 を發表 せ られ ，た め に 我 囲の 吸 蟲類に 關 す る知 見は 非常 な る進 歩を見せ た の で あ る が，こ

れ は先 生 の 御 嚴格な る御指導 と ， 豐富な る丈獻 とを背景 と して 居た もの で あ る こ と を見逃 す

こ とが 出來 ない 。 叉先 生 は其
一一一

部 を同氏 と共著 で 發表 して居 られ る 。 前羯御論文 〔9）二 く11）

が それ で あ る。 その 1 で は Mesoooeliumの 3 種 を ｛内 2 新種 を含 む 1，　 II で は Atractot・retnnt の

1 種 ，
Trigonotre”ui の 1種 ．」艶 颯 ゆ   の 1 種 、．Pielmia の 1 種 似 上 總て 新屬薪種 1を ，

IIi

で は Pl｝oeitre’ireα の 1種 ｛新 屬新種｝，加 う01緬 π の 1籍種 ，
1晦   緬 襯 の 3 新種 、　Tetracotlyleの

1 新 種 を記載 し て 居 られ る a 之 よ り曩先 生 は 次 の 1 丈 を公 に し て居 られ る e

12）　192fi：　Some 　points 　inし11e　life　h｛st   1
”
Y　of　hookworms ．　by　GotO　and 　J，　As 温da．　Proe．3rd

Pa1ユー1〕acific　Sei，　Cong ，［fokyo
，
2547 − 2552．

　 こ れ は 今滿洲衛生技術廠に 居 られ る 淺田順
一

博 士 と の 共 同作業 で あ るが ．當時 鉤蟲類の 感

染經路 及 び 發育史に 就 て 從 來の 學説 瞠 寸す る疑義 が起 り， 我 國で 横 川 ・宮」1倆 博 士間に 論爭

が 績け られ て 居 て 學界 の 注 目を惹V ・て 居 た の で あ るが ， これ に 關 し，先 生 の 見解 を 巾蓮 べ ら

れ た もの で あ る。此 論文 は後に も先 きに も先生 が吸 蟲以 外の 寄生 蟲 に 就 て發表 された 唯…の

もの で あ る 。

　間 もな く先 生 は 御停年で 教室 を退 か れ た の で 御 自身 の 御仕事 は以 土 で 止 んで 居 る が ，爾來

專 心 後進 の 指導 に 當 られ た の で ある．皀卩ち 東大傳 染病 研究所 の 石井 信 太 郎 博士 の 如 き は先 生

の 御指 導 に 依つ て 刀蜘 伽 踟 囲 鳰 類寄生 吸 蟲等 に 就 て 興味あ る仕 事 を しで居 られ る．） 尾崎俵

正 氏は 蹟島に 轉 じた が，其後 と雖 も勿論孜 k と して 吸蟲類の 研 究に 從事 して 居 られ る こ と N

思 ふ e 前述 淺 田順
一
愽 士 も動 物學教室 在席 中に 引績 き傳研 時代 も先生 の 指 導 を受 け られた 筈

で あ る ．輻 井玉 夫博 士 は 我 國 の Amphistomata を研 究整備 せ ら麒 他 一一般吸 蟲 ・鉤頭蟲 に 魅

て 多 くの 仕事 を し て 居 られ る の で あ る が ， 主 と して 五 島先 生 に 師事 して 居 られ た。以 上 の 人

達 の 將來我 寄生蟲學 界に 於 け る活躍 は期 し て 俟 つ べ き もの あ る を信 す る の で あ る が ， 是等は

其背後 に 嚴格 に し て 源清を湛 へ た 先 生 の 御 限差 を何時迄 も感 じ られ る こ と で あ ら う。

　尚 ほ先 生 の 指導 に 依 つ て寄生蟲 の 研究 に從事 した 人 に ， 蛾 の 吸 蟲 の 高 木 正 得 氏 が あ り，

Acantheccphala の 梶原 一雄 氏 が あ るが ， 高木氏 は 家事 の 御 都合 で ，梶原氏 は 醫學に 轉身せ ら

れた ム め ， 夫等 の 仕事の 一
時中止 の 形 となつ て 居 る こ とは遺憾で あ る。夂，原 田 五 十 吉氏 は
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Acct・ahoeephctla の 研 究 を始め られ ， 今徇 ほ之 を績け て 居 られ る の は 此部門に 專 門家の 少 い 我

國 と して 誠 に 力強 い 次第で あ る。

　先 生 が 日本寄生蟲學會の
’
設立 に 非常 に 御盡力 され た こ と は周知 の 事 で あ るが ， 或は 先 生 の

如 き ， 動物學 ・醫學雨 方面 に 重 き をなされた方が居 られ なか つ た ら， 此學會の 設 立 もさ う容

易 で なか つ たか も知 れ ない と恩 ふ の であ る。先 生 が
一

種の 重 み で あ られた 製 め ．其處 に 中心

と云ふ もの を感 じ， 比 較的容 易に 同志 を糾合 し得た の で は ある まい か と思 ふ 。

　大正 1〔噂 の 秋 ｛11月12 日｝，巣立 つ た許 りの 黄吻私 らが ， 寄 生蟲 に 興味 を有す る 者の 集 りを

作 らん と し て ほ ん の 周 圍の み の 同志 を集 め ， 第
…

回講演會 を動物學會の 例會 の 形式で 催 した

の で あ つ た が ， 先 生 に 其趣 旨をお話 し申 し上 げ御指 導 をお 願 ひ した 處，直 ち に 賛意 を表 して

下 され ， 當 日は 態 々 麗會の 辭 と 共忙
， 會 の 趣 旨 を御 紹介下 され た の で あ つ た．演す る もの 動

物學 ・醫學 ・獸醫學方面 の 人士 ， 題數は 8 題 ，出席者約 6 ♪名で 動物學教室 と して は當時 とし

て 稀な盛會 で あ つ た の は愉 快 な想出で ある。要 す る に 先 生の 御理 解 と御 庇護が あ つ たか らで

あ る
， 後大正 12年 4 月第二 回 を催 した 時 も盛會 で あ つ た。其 後東京寄生蟲學集談會 と云 ふ も

の が 結成 され 始 め て 寄生蟲學に 關す る 集 りと して 形態づ け られた の で あ る が ， 之 に は 宮島 幹

之助 先生の 御力添 へ が 少 くなか つ たが ， 五 島先生 も依然御援助 下 さつ た の で あ る。 此 會 は其

後先 生始め諸 學者 の 御力 に 依 つ て 逾 に 今 日 の B 本寄 生蟲學會 と迄成長 した。か くして 今 日 の

隆盛 を見た迸程 に 於 て 初期 か ら悉 く五 島先 生の お 力が加 は つ て居 る の で あ る． 日本寄 生蟲學

會結成 の 氣運 が 醸 さる S や ， 昭和 4 年 2 月13 日東京在佳 の 發起入か らの 召 集 に 依 つ て 東京に

創 立委 員會が 催 され たの で あ るが ， 先 生は 座長 と し て 同會の 成立 に 非常 な斡旋 をされ ， 績 い

て 同年 4 月第
…

回總會 に於 て 最初 の 會長 を勤め られたの で あ つ た。爾來御在 世 中は毎回總會

に 出席せ られ ， 默 々 と して 諸講演 を聞 き入 られ 乍 ら， 實 に 會場 に 千 鈞 の 重み を加 へ て 居 られ

た の で あ る。

　此間 更 に 先生 の 非常な御 努力に な つ た の は 人體寄 生蟲和名統
一一

に 就 て で あ つ た ．昭和 4 年

の 總會 で 緒 方博 士等 よ り提 案 あ り，之 が 必要 が認 め られ て 委 員會を作る こ と L 成 り滿場 五島

先生 を委員長 に 推 し， 爾來昭和 8 年 の 輻 岡の 大會 に 至 る迄 ， 此 困難な問題 を良 く處理 せ られ ，

此 處 に 他學科 に 魁けて 用語 の 統
一・を見た の で あ るが ， li擱 の 先 生の 御苦心 は非常 な もの で あ

つ た らう こ と を恐 察す る の で ある。

　か くの 如 く先 生は我 國寄生 蟲學の 發達史 とは 離 し得 ない 御存在で あ つ て ，飯島 先生が 寄生

蟲 學 を我 國 に 持ち 歸 られ て 以 來 ， 今 日の 隆盛 を見る迄 ， 絡始 之 に 關 興 して 居 られた の で あ る。

先 生 は今 日 の 光輝 燦然た る本邦寄生 蟲學界を後に 遣 され て 御滿足の こ と S 拜察す る ．

　私 自身先 生 よ り受けた 御恩顧は 實 に 莫大 な る もの が あ る。夫 は學 問的 に も精 神的 に もで あ

る 。 卒業論交 を出題 して 頂 く時は丁 度先 生 は御外 遊中で あ つ た 。私 の 研 究は 「日本 産兩 棲類

及 淡水 魚類の 寄生線蟲類 亅 と云 ふ 大 き な問題 で こ れ は飯島先 生か ら頂戴 した Thema で あ る

が ， 聞 もな く歸朝せ られ た 五 島先 生か らそれ に就て直 にお 話の あつ た の は ，飯島先 生か ら同先

生 に お 話が あ り，同先 生に 私 の 指導 を御 飯頼 に なつ た の で あ ら うと今で も思 つ て 居 る。 こ の

仕事 に 從事 した 中頃 ， 突如飯島先 生 は御他界 に な り， 私 は 名實 共 に
．
先生 の 御指導 を受 け る こ

と に なつ た。論文 は無 尾兩 棲類 の 線蟲類 に 局 限 し て 作 り上 げ ， 先 生の 御校閲 を得て 提出 した
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の で あ るが ， こ れ は後先 生の 御骨折 ipで ， 當 時御編輯方針 の 改正 された 東大 理 學 部 紀 要 の

鬟  tion　IV ，Zool。gy ，　Vol，1 ，　Ne ．工 1：1926 ｝の 卷頭 に 登載 して 頂 い た の あ る
。 誠に 破格の 光榮で

あ つ た。爾來動物 學教室 大學院在席 中は 更 な 軌 北 里研 究厨に移 つ て 宮島先 生 の 傘下 に 馳せ

て か らも， 又現在 の 場所 に 轉 じて か らも ， 先生 は 依然と して 御指導下 さつ たの で あ る e 否先 生

の 御病臥 され る時迄御 面倒 を煩 は して 居 た私 で あ つ た 。私 の 痴孵 酬 儡 α に 開す る論文一

こ れ は既 に 其原稿 に 於 て 先 生 の 御懇切 を極 め られ た御加筆 に 輿か つ た の で あ る が
こ

それ が

先生御編輯の ，lapanese　JOiirnal　of　Zoology に載ぜ て 頂 くこ と に 成 り， 其校 正 を器 始 め下 す

つ た 途中で 先生 は再起 を約 束され ない 病 臥 の ベ
ッ ドに 赴かれ た の で あ つ た。 校正 に 御面倒 を

お 煩 は し した こ と を知 つ た の は 先 生御逝 去後 で あつ た 。 遠隔 の地 に あ る身 を嘆い た こ と で あ
つ た 。 此論交 の 原稿 は 先生最後の 御 加筆に なつ た もの L1 つ と して

， 御遺族 の 御 懇望 に 依 つ

て 記念 の た め 五 島家に 保存 ミれ る こ と に なつ た の は誠 に 光榮で あ る と共 に
， 先 生が 御 弛界後

迄御慈 しみ下 さる機 な氣が し て なら ない の で あ る
，

．先生 を失 つ て 我寄 生蟲學界 も亘 星墜 ρの 感が 深 い 。併 し ， 光輩新進 共 に 多士 濟 々 で ある 我

學界 の 前途は ，先生 の お 力を感 じつ Σ 釜 々 進 展 し て 行 くこ と で あ ら う．然 れば 以 つ て 先 生 に

瞑 して 頂 ける こ と 」思 ふ ．

人 體 寄 生 蟲 學 と 五 島 先 生

宮　　川　　 米　　…欠

　善き指導者と して の 五島先生 　　吾 國に 於 け る 人髑 寄生蟲學 の 進 歩 ， 科學的研 究 の 寄與 は ，

決 し て 他 の それ に 劣 る もの で な い の み な らす，世界 に 誇 る に 足 る數多 の 大發見に よつ て 日本

の 寄生 蟲學な る もの は 蓋 し此 方面の 墨徒の 耳 目を樺動せ しもの が あ る機に 思 は れ る。斯 くの

如 き長足 の 進 歩發達 を爲す に 至 つ た 原 因 に は色 k の 事 が考 へ られ る。地 の 利 を得 て 居 る こ と ，

こ の 地 の 利 を善 く活用 した多 くの 學者 の 輩出の あ つ た こ と ， 父是 等 の 研究 者 を善 く指導 した

先 覺 の 士 の あ つ た 事等に あ らう と思 ふ 。吾 が 五 島先 生 は實に こ の 善 を指導者 の 一一・
　K で あ られ

た こ とは ， 何 入に も異議はあ る まい 。吾 國の 人體寄生 蟲學の 端緒 が ベ ル ツ 先生 の 多 くの 臨床
的所見 飯島魁 先 生の 絛蟲 に 關 す る 硯究 ， 五 島 先生 の 吸 蟲類 に 於 け る 大業績等 に あ つ た こ と

は 申す迄 もな い 。之 に よ つ て 同姓者 は 大V ・に 啓蒙せ られた の み な らす ，多 くの 興味 を も唆 ら

れ た こ と も否む こ と の 出來な い 事實 で あ る。 由來醫學を修 め 允 もの が 寄生 蟲學 など を探 らう

とす る 時 に は ． 常に 動物學的素養 の 足 りない こ と を憾み とす る もめで あ る。斯 か る 際飯島先

生 ， 五 島先 生 の 如 9 は實 に吾等 の 善 き指 導者 で あ る し， 心 か らな る相談相手 に もな つ て 頂V ・

た もの で あ る 。 私等 が 大 正 4 年以來恙蟲 の 動物學的 研究を爲すに 當 つ て ， 常 に 先生 よ り極 め

て 適 切 な る助 言 を與 へ られ た こ と が ，如何に 力強 い もの で あ つ た か は 思 ひ 出す だに 嬉 しい 極

み で ある。竝に 旬
一

つ の まい 例 を示 し， 完生 が 如何に よ い 指 導者で あ つ た か を語 らう と思 ふ。

明治 44 年横 川定氏 が新小 吸 蟲 を發見 し， 桂 田富士郎 氏は その 始 め 之に 「ヘ テ ロ フ
ィ

エ ス
，

ヨ
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